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 事前に資料をご覧になった方？

 Wikipediaを読んだことがある方？



 Wikipediaに書いたことがある方？

 Why or Why not?



 Wikipedia以外のWikiを使ったことある方は？

 どうして「ウィキペディア」を「ウィキ」と言
うのがよくないのか？

 Wikipedia is-a Wiki

 Wiki is not Wikipedia

 WikiはWiki一般を表わす名詞なのでやめま
しょう



• マルチメディア commons
– 画像，音声，動画…
– Wikipediaの記事で使ってる画像は原則commonsのもの

• ニュース Wikinews
• 引用集 Wikiquote
• 辞書 Wiktionary

– ほか Wikiversity, Wikispecies, Wikibooks, Wikisource が
あります

• いちおうアカウントはそれぞれ別です
• UPDATE: 統一アカウント(Single User Login)のテストが

始まりました．今は管理者のみ対象

• よく「Wikimedia Projects」と言われます．
• 似た名前の関係ないものもあるので注意！例) Wikitravel

http://commons.wikimedia.org/
http://ja.wikinews.org/
http://ja.wikiquote.org/
http://ja.wiktionary.org/




 ウィキペディアは百科事典

 ウィキペディアは中立的な観点に基づく

 ウィキペディアの利用はフリーで、誮でも編集
が可能

 ウィキペディアには行動規範がある

 ウィキペディアには確固としたルールはありま
せん

 これは日本語版では草稿段階



 当たり前のこと

 ニュースでもそう紹介される．当然ですよね．

 なのに，書きたがりの人には時々忘れられる

 Blogじゃないのよ

 あなたのためのウェブスペースではない

 百科事典執筆に役立たないことに使わない



 NPOV: Neutral Point of View

 ウィキペディアは共同作業の試み

 「Aである」と「Aでない」という二つの観点
があったら，両方を記述する

 二つ以上でも．

 終わりなき編集合戦を避けるため



 誮でも編集が可能

 あなたが書いてもOK

 ただし誮かがあなたの記述を消してもOK

 じっさい，よく起こります．

 でもそれが保証された自由



 Wikipediaはコミュニティです

 みんなで書いてます

 読者もあなただけじゃありません

 執筆者もあなただけじゃありません

 他の人たちと「対話」ができないとダメ



 Ignore All Rules (IAR)

 ルールは，あります．念のため．
 無法地帯というわけではない

 ルール全部を把握する必要はない
 まずは、百科事典の編集を楽しんでください。

 でも「Wikipedia:五本の柱」は忘れないで

 改善や維持が難しくなるのなら
 そのルールを無視することも考えてみて

 ルールの精神を尊重する←試験に出ます

 「五本の柱」ここまで





 「五本の柱」がウィキペディア全体の中軸

 「三大執筆方針」は，そこからさらに「執筆」
する際に欠かせないこと

 検証可能性

 中立的な観点

 独自の研究を載せない



 出典を，第三者が確かめられることが大事

 真実かどうかよりも重要．真実なら確認できる．

 信頼できる情報源が公表・出版している内容

 どっかのblogでは「信頼」できない

 出典がない編集は誮でも取り除けます

 「取り除かなければならない」ではない←ここ注意

 出典を示す義務を負うのは、書き加えようとす
る側

 除去を求める側ではありません。



 五本の柱で説明したので省略



 No Original Research (NOR)

 自分が研究した/調べたことは，どこか別のと
ころに書く

 査読付き論文誌，本，etc…

 それを「参照」して引用することは可能

 ノーベル賞ものの発明をしてもダメです！ ど
こか他に発表して

 記事空間以外(ユーザページなど)はまた別

 ですが推奨はされないでしょう



 日本語版 is-not 日本版

 日本固有の話題だけではなくて，できるだけ幅
広い見識を持ち寄りましょう

 たとえば英語版はありますが「アメリカ版」
「イギリス版」はありません

 「三大執筆方針」ここまで





 コミュニティってなんでしょう

 私は「継続的に対話する二人以上の集団」だと
定義します

 『想像の共同体』(B. アンダーソン)

 ウィキペディアンは究極の「想像の共同体」

 ウィキペディアにおいては，記事の「ノート」，
削除依頼の投票など．

 井戸端, IRC, wikija-l, …

 translators-l, wikimania-l, foundation-l, …



 唯一無二の「ウィキペディアン」というコミュ
ニティがあるわけではない

 あるトピックの記事を書いてて，ノートで対話
するコミュニティ
 鉄道，数学…

 共同で管理活動をしているコミュニティ
 管理者コミュニティ

 Wikimediaプロジェクト全体を考える``meta’’

 さまざまなコミュニティが，記事を維持してい
ます



 ひとりでは記事は書けない

 誤りを指摘してくれる人もいるし，自分の記述
を拡充してくれる人もいる

 一人で書いていたらいつかは飽きる

 共同作業こそが，記事を成長させ続けることが
できる



 誮かが知ってることを書き始める

 趣味，仕事

 あるいは他言語版からの翻訳も

 「知ってほしい」という意欲がベース

 その一方で，「検証可能」なのに記事になって
いないものはたくさんあります

 ぜひあなたも何か書いてみてください

 あなたに書けることは何かあります

 その時は三大執筆方針を忘れずに．



 自分の住んでる地方自
治体のことを書いてみ
る

 地元の人でなければ書
けないことはあるはず

 検証可能性を満たす

 たとえば，市町村史
とか．広報とか．



 他言語版から翻訳してく
る

 GFDLでは自由な改変を認

めているから気にせずで
きる

 翻訳元へのリンク，翻訳
元とした版の日次，主た
る著者5人を履歴に残す

 英語版だとあまりうるさ
くないけど，日本語版は
GFDL継承にはうるさい

 最悪，削除もある



 日本語版には箇条書き
が多すぎ

 百科事典に箇条書きと
いうのはおかしい

 箇条書きじゃなくて，
通常の段落を持つ文章
にしましょう

 ちゃんとつながる文
章にするのは簡単で
はない



 スタブ(stub)とは，まだ成長していない項目の
こと

 なかでも特に役に立たないsubstubは…

 文章が一段落にも満たない

 辞書的な定義しかない

 誮もが知ってることしかない etc…

 「とりあえず作る」ことは別に必要ない

 「知ってるから」「知りたいから」記事にしよ
う！

 モチベーションも続きやすいです



 固有名詞ならいいけど，同字/類字異義語は難
しい

 F-4  (戦闘機), F4 (バンド) …

 「一意に定まる」「利用者が容易に推測でき
る」というのが大事

 正式名が原則，でも必要ならリダイレクトも

 最悪，あとで「移動」できます

 気にし過ぎずに．



 特筆すべきことがない(non-notable)ものは良く
ない
 他者が加筆しようがないものはダメ

 「ポチはうちの犬．」

 「○○堂は××町のお菓子屋」はどうか？

 誮かが加筆できるものを記事にしましょう

 他の人が加筆してくれると，「自分ひとりが書
いてるんじゃないんだ」とうれしくなりますよ

 「コミュニティ」ここまで





 GNU Free Document License

 記事を書くときにあなたが同意しているライセ
ンス契約

 「これまでの著者」と「あなた」の間の契約

 それを利用するものにさまざまな自由を保障し
ています



1. 誮でも文書を無断で複製できる

 「全記事ダウンロードアーカイブ」などがあります

2. 誮でも文書を無断で改変できる

 これにより記事を書き替えることができます

 無断で複製し，無断で改変することで，翻訳が自由
にできます



3. 誮でも文書を無断で頒布・販売できる．ただし，
頒布を受けたものや購入したものにはこれらの
自由を許可しなければならない

 実際に記事を書籍にしたものを売ってました

 GFDLじゃないけどESR著，山形訳『伽藍とバザー
ル』なんかはそれに近いかな？

 CDに焼いたり本にして売ることは可能



 ライセンスを，次に書くものに強制する

 = 自由を強制する

 他者が書き換えられる自由，を強制するとも言
える



 改変したらその履歴を残す必要あり

 ウィキペディアで使用しているMediaWikiでは，
基本的に自動で行われる

 ただし，他から手動で持ってくるときは自分で
作らないとダメ

 例) 他言語版からの翻訳

 元へのリンク，版，主たる著者5人を要約欄に



 ウィキペディアの記事はGFDLです

 写真その他マルチメディアは，基本的に
commonsにあります

 CommonsのライセンスはGFDLだけじゃあり
ません

 Public Domain, CC-by-SA, etc…



 「自著作物の持ち込み」について草案ができま
した

 「自著作物」を持ち込んでも，改変する自由が
あるので，どんどんかけ離れていくかも

 それがあなたが望む形とは限らない

 それも含めて自由

 宣伝はダメ

 「GFDL」はここまで





 著作権侵害

 編集合戦

 移動合戦

 いたずら…



 他のウェブページからのコピペ

 ググれば出る(ことが多い)ので割と分かりやすい

 他のオフラインリソースからのコピペ

 分かりにくい．実ソースを調べるというのは手間

 それでも実ソースに当たれる「検証可能性」は大事

 当たれないのであれば失格



 共同作業ゆえの悲劇

 内容や表現について意
見が対立

 誮かが書き換えたから
と言っていきなり戻さ
ない

 意見に相違があれば必
ず「ノート」で対話
を！



 3RR: Three Revert Rule

 24h以内に3回を超えて(4度の)差し戻しをしな
い

 差し戻し = 一部でも全部でも，元に戻す行為

 基本的にブロックされます

 対話しましょう



 関係ないことを書くのは当然いたずらとみなさ
れます

 最近は，小学校，中学校，高校が多い

 編集は常にwatchされていることが多いので，
だいたいはすぐ気がつく

 →すぐ元に戻され，その編集をしたものに警告が行
きます

 繰り返されるとブロックされます



 保護と半保護

 保護は，編集できなくなります

 ノートで合意を形成しましょう

 半保護は，IPアドレスユーザが編集できなくな
ります

 ニュースなどで話題になった人の記事など，一過性
の荒らしに有効



 投稿をブロック・解除できます

 記事の削除，特定版削除などもできる

 全然えらい人ではない

 むしろ雑用係．普通の編集をする暇がなくなる．

 日本語版では全然足りない

 記事数に対する比が小さい

 でも立候補しても…



 短期（一日とか），長期，無期があります

 短期は，方針をちゃんと分かってない人に冷静
になってもらうため

 長期は，短期でも効果がない場合，

 児童，生徒とか

 「懲役」ではありません．当事者に方針を理解
してもらい，またウィキペディアを守るための
もの



 「平野綾」に「死ね」
が繰り返して書き込ま
れた

 荒らしなのですぐに元
に戻された

 ただ，J-CASTがわざ

わざ記事にしたのでさ
らに荒れた

 半保護→保護



 「西和彦」の記事で，
大幅に削除

 どうやら当人が間違っ
ているところを削った
らしい

 いつまでも「署名」し
てくれずアカウントも
取得しない

 IPアドレスだけ，
「西」と書くだけでは
本人という証明ができ
ない



 移動合戦

 ブロック逃れ

 ソックパペット(複数アカウント)
 まあたまに恫喝とかもありますね….

 「トラブル」はここまで．





 Wikimedian (Wikipediaを含むWikimediaプロ
ジェクト参加者)のコミュニティの集まり

 世界規模で毎年夏の初めにやってます

 なんで飛行機が高い時期に

 実は…

 2005年フランクフルト，2006年ボストン，2007
年台北

 2008年はアレキサンドリア(エジプト)です



 Wikiについて話す学会(conference)でもある

 「どうやって共同作業していくか」

 「どうやって記事を発展させるか」

 「どうやって合意形成していくか」

 いろんな発表，ワークショップ，ミーティング
があります

 基本的にはユーザに来てほしい

 Wikimediaプロジェクトのアカウントがあれば参加
費は安くなります



 初めてWikiversityの
話が出た

 Stable Versionの話も

 Ward Cunninghamが
Wikiを作った時の話

 日本人一人…



 コミケ大好きレッシグ
先生

 日本の同人誌コミュニ
ティを「素晴らしい自
由コミュニティ」だと
考えている

 RMSもいました．ボ
ストンだから

 お腹でかい



 日本から近いことも
あって，日本の方もた
くさんいらっしゃいま
した

 ウィキぺたん大人気

 「作者は来てない
の？」「えーー残
念」という声多し

 ご飯はこれまでで一番
おいしかったです



 だいたい二日目にナイトパーティがあります

 有志による現地観光ツアーなんかも

 世界中のWikimedian (Wikipedian) と仲良くな
るチャンス

 みんな来てね！

 今年は7/17～7/19(海の日連休前)，エジプト・
アレクサンドリア
 日本からはカタール航空，エミレーツ航空，ルフト
ハンザ航空など乗継

 Wikimaniaここまで





 シーゲーソラー氏，西和彦氏，伊藤陽一氏…

 「基本方針」を遵守する

 でも知らずに「善意で」書き換えることも

 あなたが書くときは，よりいっそう「中立に書
く」「出典に基づいて書く」

 けっこういい加減な噂が載ってることもある

 当人はプライバシーを守られたいと推定する

 攻撃的にならない



 記事の質が低いもの(stub)はたくさんある

 「秀逸な記事」になるものからそうでないものまで

 いちがいに「ウィキペディアの記事は信用(で
きる/できない)」と言うべきものではない

 「質も量も」最高の百科事典を目指すのだから，
質を引き上げることも大切

 何とかして専門家が書きやすくなる土壌を



 一定の質を満たしているものだけをまとめた
「安定版」を作れないか

 誮がその判断をする権利を持つか，でまとまら
なかった（らしい）

 機械的に「荒らされていない」版を選び，ウィ
キペディア内外の有識者で査読

 ドイツ語版と英語版で実験版がスタート

 2008年3月

 http://en.labs.wikimedia.org/

 http://de.labs.wikimedia.org/

http://en.labs.wikimedia.org/
http://de.labs.wikimedia.org/


 アカウントを持っている人も書けるし，持って
ない人も書けます

 持ってない人をanonymous, anon, IP user などと言
います

 IPアドレスに人格を仮設して話すのは難しい

 できるだけアカウント取ってほしい

 でも日本では匿名が好まれその比率が高い

 「対話」して「合意」を形成するにはぜひアカ
ウントを



 履歴のIPアドレスからwhoisして書き込んだ組
織をまとめたツールが出た

 マスコミがこぞってたかった

 官公庁，etc…

 アカウントでの編集はIPアドレスが履歴に残ら
ないので分かりません

 アカウントいいですよ

 でもWikipediaに書いていいかどうかは…



 Wikipediaはたとえば，ゲームのデータを詳細
に書くところではありません

 あくまでも百科事典の記事

 Wikiaは，Jimmy Walesが立ち上げた私企業

 Wikipediaとは直接の関係はありません

 こちらではテーマごとにMediaWikiを使った
Wikiを立ち上げることが可能

 トリビアリストなどはぜひこちらへ



 「ウィキペディアから
地図を初の引用」との
報道

 でも実は……

 「データには出典があ
るんだから，結果的に
孫引きじゃん．一次源
から引用しろ」という
話がMLで出てました．
どう思いますか？



大事なことなので2回言います



 ウィキペディアは百科事典

 ウィキペディアは中立的な観点に基づく

 ウィキペディアの利用はフリーで、誮でも編集
が可能

 ウィキペディアには行動規範がある

 ウィキペディアには確固としたルールはありま
せん



 検証可能性

 中立的な観点

 独自の研究を載せない



 ルール多すぎ，敷居が高いと思うかもしれない

 でもまだまだ質も量も足りない

 あなたにしか書けないことがあるはず

 ぜひ，あなたが書いてください！

 誤りがあっても，荒らしじゃない限りは，おそ
らく誮かが指摘してくれます

 怖がらずに，書けることから始めてみてくださ
い




